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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部装置と通信して、前記外部装置の電源状態を第１の電源状態から第２の電源状態に
変更可能な電子機器であって、
　前記外部装置と通信する通信手段と、
　前記電子機器と前記外部装置との間の連携を示す情報を記憶可能な記憶手段と、
　前記通信手段を介して前記外部装置との通信が可能になったことを検知する検知手段と
、
　前記検知手段によって前記外部装置との通信が可能になったことを検知した場合、前記
記憶手段に連携を示す情報が記憶されているか否かを判別する判別手段と、
　前記判別手段によって前記記憶手段に連携を示す情報が記憶されていないと判別された
場合、前記記憶手段に前記連携を示す情報を記憶させるとともに、前記外部装置の電源状
態を前記第２の電源状態に制御するためのコントロール信号を前記外部装置に送信する一
方、前記判別手段によって前記記憶手段に連携を示す情報が記憶されていると判別された
場合、前記コントロール信号を前記外部装置に送信しない送信手段と、
を備える電子機器。
【請求項２】
　前記検知手段によって前記外部装置との通信が可能になったことを検知した場合、前記
通信手段を介して前記外部装置の電源状態を示す信号を受信する受信手段をさらに備え、
　前記送信手段は、前記受信手段によって受信した信号が第１の電源状態を示した場合に
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のみ、前記判別手段によって前記記憶手段に連携を示す情報が記憶されていないと判別さ
れた場合に、前記記憶手段に前記連携を示す情報を記憶させるとともに、前記外部装置の
電源状態を前記第２の電源状態に制御するためのコントロール信号を前記外部装置に送信
する動作を行う、
請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記第１の電源状態は待機状態であり、前記第２の電源状態はＯＮ状態である、
請求項１に記載の電子機器。
【請求項４】
　電池電源を接続可能な装着手段と、
　前記装着手段に電池電源が接続されているか否かを判断する判断手段とをさらに備え、
　前記送信手段は、前記判断手段により、前記装着手段に電池電源が装着されていると判
断された場合にのみ、前記判別手段によって前記記憶手段に連携を示す情報が記憶されて
いないと判別された場合に、前記記憶手段に前記連携を示す情報を記憶するとともに、前
記外部装置の電源状態を前記第２の電源状態に制御するためのコントロール信号を前記外
部装置に送信する動作を行う、
請求項１に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記送信手段は、前記電子機器の電源がＯＦＦからＯＮに変更されたときに、前記連携
を示す情報をリセットする、請求項１に記載の電子機器。
【請求項６】
　使用者の電子機器に対する操作を受け付ける操作受付手段をさらに備え、
　前記操作受付手段により使用者の操作が受け付けられたときは、前記受信手段によって
受信した信号が第１の電源状態を示す場合、前記判別手段によって前記記憶手段に連携を
示す情報が記憶されていると判別された場合でも、前記コントロール信号を前記外部装置
に送信する、
請求項２に記載の電子機器。
【請求項７】
　使用者の電子機器に対する操作を受け付ける操作受付手段と、
　前記操作受付手段が使用者の操作を受け付けた場合、前記連携を示す情報をリセットす
るリセット手段と、
をさらに備える、請求項１に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記外部装置との間でＨＤＭＩ（High Definition Multimedia Interface）を介して通
信を行う、請求項１に記載の電子機器。
【請求項９】
　被写体を撮像して画像データを生成する撮像装置である、請求項１に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記外部装置は、テレビ受像機、パーソナルコンピュータ、及び光ディスク再生装置の
いずれかである、請求項１に記載の電子機器。
【請求項１１】
　第１の機器から、第２の機器の電源状態を第１の電源状態から第２の電源状態に制御す
る電源制御方法であって、
　前記第１の機器と前記第２の機器間の通信が可能であるか否かを検知し、
　前記第１の機器と前記第２の機器間の通信が可能になったことを検知した場合に、前記
第１の機器と前記第２の機器との間の連携を示す情報が記憶されているか否かを判別し、
　前記連携を示す情報が記憶されていないことを判別した場合、前記連携を示す情報を記
憶するとともに、前記第２の機器の電源状態を前記第２の電源状態に制御するためのコン
トロール信号を前記第２の機器に送信する一方、前記連携を示す情報が記憶されているこ
とを判別した場合、前記コントロール信号を前記第２の機器に送信しない、
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電源制御方法。
【請求項１２】
　前記第１の機器と前記第２の機器間の通信が可能になったことを検知した場合に、前記
第２の機器の電源状態をさらに取得し、
　前記取得した第２の機器の電源状態が第１の電源状態を示した場合にのみ、前記連携を
示す情報が記憶されていないことを判別した場合に、前記連携を示す情報を記憶するとと
もに、前記第２の機器の電源状態を前記第２の電源状態に制御するためのコントロール信
号を前記第２の機器に送信する、
請求項１１に記載の電源制御方法。
【請求項１３】
　前記第１の電源状態は待機状態であり、前記第２の電源状態はＯＮ状態である、請求項
１１に記載の電源制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部装置と通信可能な電子機器であって、特に、外部装置にコントロール信
号を送信して外部装置の電源状態を変更することが可能な電子機器に関する。また、本発
明は電子機器と外部装置間の電源制御方法にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、外部装置にコントロール信号を送信して、外部装置の動作を制御可能な
電子機器を開示する。特許文献１では、ＶＴＲ（ビデオテープレコーダ）はコントロール
線を介してＴＶ（テレビ）に接続され、コントロール線を介してＴＶに制御信号を出力す
る。ＴＶは制御信号を受信すると、その制御信号に応じた動作を実行する。ＴＶとＶＴＲ
を接続する手段として例えばＨＤＭＩ（High Definition Multimedia Interface）がある
。ＨＤＭＩで規定するＨＤＭＩケーブルは信号線とコントロール線を含む。
【０００３】
　ＨＤＭＩによるビデオカメラの制御の例を説明する。以下の説明では、ビデオカメラの
電源状態がＯＮであるとし、ビデオカメラはＨＤＭＩケーブルによってＴＶと接続されて
いるとする。
【０００４】
　ビデオカメラは、ＨＤＭＩケーブルによってＴＶと接続された場合、ＴＶとのコントロ
ール信号に基づく通信が不可能から可能になったことを検知する。そして、ビデオカメラ
は、ＴＶの電源状態に関する情報を取得する。ビデオカメラは、ＴＶの電源状態が待機で
ある場合、電源制御信号をＴＶに送信し、ＴＶの電源状態を待機からＯＮに変更させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平９－５１５８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述の制御では、停電等の影響によってＴＶの電源状態が待機からＯＦ
Ｆに変更され、その後、ＯＦＦから待機に変更された場合、以下のような問題が発生する
。
【０００７】
　ビデオカメラは、通常、二次電池から供給される電力に基づいて動作する。このため、
停電になったとしても、ビデオカメラの電源状態は変更されず、つまり、ＯＮのままであ
る。一方、ＴＶは、通常、商用電源から供給される電力に基づいて動作する。このため、
ＴＶの電源状態が待機であるときに停電になると、電力の供給がストップし、ＴＶの電源
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状態はＯＦＦになる。その後、停電が解消されると、ＴＶに再び電力が供給されるため、
ＴＶの電源状態は待機になる（注：設計仕様によっては待機にならない場合もある。）。
【０００８】
　このため、停電発生時においても電源状態がＯＮであるビデオカメラは、ＴＶの電源状
態がＯＮ又は待機からＯＦＦに変更されることによって、コントロール信号に基づく通信
が「不可能」になったことを検知する。その後、停電の解消時において、ビデオカメラは
、ＴＶの電源状態がＯＦＦから待機に変更されることによって、コントロール信号に基づ
く通信が「不可能」から「可能」になったことを検知する。このとき、ビデオカメラは、
上記で説明したとおり、ＴＶの電源状態を取得し、ＴＶの電源状態が待機であるため、Ｔ
Ｖの電源状態をＯＮに変更する電源制御信号をＴＶに送信し、ＴＶがオンする。
【０００９】
　このように、停電の発生／停電の終了によってＴＶの電源状態が変化すると、ビデオカ
メラは、ＴＶの電源を制御して待機からＯＮに設定変更しようとする。これでは、ビデオ
カメラに接続されたＴＶが待機状態にあるときに停電し、その後停電が終了すると、ＴＶ
の電源状態が勝手に待機からＯＮになり、その後、ＴＶの電源はＯＮ状態のままになる。
すなわち、使用者はＴＶの電源を待機にしておいたはずが、知らないうちにＴＶの電源が
オンになってしまうという問題が生じ得る。
【００１０】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、その目的とするところは、
外部装置の電源状態を通信回線を介して制御可能な電子機器であって、停電等により外部
装置の電源状態が変化した場合に、自動的に外部装置の電源状態をオンに制御してしまう
ことを防止する電子機器及び電源制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　第１の態様において、外部装置と通信して、外部装置の電源状態を第１の電源状態から
第２の電源状態に変更可能な電子機器が提供される。その電子機器は、外部装置と通信す
る通信手段と、電子機器と外部装置との間の連携を示す情報を記憶可能な記憶手段と、通
信手段を介して外部装置との通信が可能になったことを検知する検知手段と、検知手段に
よって外部装置との通信が可能になったことを検知した場合、記憶手段に連携を示す情報
が記憶されているか否かを判別する判別手段と、送信手段とを備える。送信手段は、判別
手段によって記憶手段に連携を示す情報が記憶されていないと判別された場合、記憶手段
に連携を示す情報を記憶させるとともに、外部装置の電源状態を第２の電源状態に制御す
るためのコントロール信号を外部装置に送信する一方、判別手段によって記憶手段に連携
を示す情報が記憶されていると判別された場合、コントロール信号を外部装置に送信しな
い。
【００１２】
　第２の態様において、第１の機器から、第２の機器の電源状態を第１の電源状態から第
２の電源状態に制御する電源制御方法が提供される。その電源制御方法は、第１の機器と
第２の機器間の通信が可能であるか否かを検知する。第１の機器と第２の機器間の通信が
可能になったことを検知した場合に、第１の機器と第２の機器との間の連携を示す情報が
記憶されているか否かを判別する。連携を示す情報が記憶されていないことを判別した場
合、連携を示す情報を記憶するとともに、第２の機器の電源状態を第２の電源状態に制御
するためのコントロール信号を第２の機器に送信する。一方、連携を示す情報が記憶され
ていることを判別した場合、コントロール信号を第２の機器に送信しない。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、外部装置と通信可能な電子機器は、停電等によって外部装置の電源状
態が第１の電源状態（例えば、待機）又は第２の電源状態（例えばＯＮ）からＯＦＦにさ
れ、ＯＦＦから第１の電源状態にされた場合であっても、外部装置の電源状態を第１の電
源状態から第２の電源状態に制御することを防止しつつ、適切なタイミングで、外部装置
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の電源をＯＮに制御できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施の形態１の連動システムを説明するための概略図
【図２】実施の形態１の連動システムの構成例を示すブロック図
【図３】連動システムにおけるデジタルカメラの動作例を説明するためのフローチャート
【図４】連動システムにおけるテレビ受像機の動作例を説明するためのフローチャート
【図５】デジタルカメラの連携動作の例を説明するためのフローチャート
【図６】電源状態要求信号受信時のテレビ受像機の動作例を説明するためのフローチャー
ト
【図７】電源コントロール信号受信時のテレビ受像機の動作例を説明するためのフローチ
ャート
【図８】従来の連動システムの動作例を説明するための図
【図９】連動システムの連携動作の一例を具体例を挙げて説明するための図
【図１０】デジタルカメラの連係動作の別の例を説明するためのフローチャート
【図１１】連動システムの連携動作の別の例を具体例を挙げて説明するための図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　（実施の形態１）
　以下、添付の図面を参照して、外部装置と電子機器を含む連動システムの実施の形態を
説明する。
【００１６】
　１．連動システムの構成
　図１を参照し、連動システムは、電子機器の１つであるデジタルカメラ１００と、外部
装置の１つであるテレビ受像機２００とで構成される。デジタルカメラ１００とテレビ受
像機２００はＨＤＭＩケーブル３００で接続可能である。ＨＤＭＩケーブル３００は、デ
ータ線とコントロール線を含み、デジタルカメラ１００とテレビ受像機２００のデータ信
号とコントロール信号の通信を可能にする。
【００１７】
　１－１．デジタルカメラ１００の構成及び基本動作
　図２に示すように、デジタルカメラ１００は、カメラＣＰＵ１０１と、カメラメモリ１
０２と、カメラ通信部１０３と、カメラ電源スイッチ１０４と、バッテリ装着部１０５と
、撮像部１０６と、を備える。デジタルカメラ１００は、撮像部１０６で被写体像を撮像
して画像データを生成し、この生成した画像データをカメラメモリ１０２に記憶する。デ
ジタルカメラ１００は電源状態として「ＯＮ」と「ＯＦＦ」を有する。
【００１８】
　デジタルカメラ１００は連動モードを有し、連動モードを「ＯＮ」または「ＯＦＦ」に
設定が可能である。デジタルカメラ１００は、連動モードが「ＯＮ」に設定されると、テ
レビ受像機２００との間で連動動作を行なう。なお、本実施の形態において、連動モード
の設定は専用釦（図示せず）等を用いて変更可能である。例えば、連動モードの設定は、
デジタルカメラ１００の液晶モニタ上に表示された設定画面を介してなされてもよい。ま
たは、操作部１０７が操作されることで連動モードの設定が変更されてもよい。
【００１９】
　カメラＣＰＵ１０１は、マイクロコンピュータ等で構成され、デジタルカメラ１００の
各部を制御する。カメラメモリ１０２は、ＲＯＭやＲＡＭ等で構成され、各種情報や画像
データ等を記憶可能である。
【００２０】
　カメラ通信部１０３は、ＨＤＭＩケーブル３００を接続可能なハードウェアインターフ
ェースである。カメラ通信部１０３は、テレビ受像機２００に含まれるＴＶＣＰＵ２０１
からのデータ信号やコントロール信号をカメラＣＰＵ１０１に出力できるとともに、カメ
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ラＣＰＵ１０１からのデータ信号やコントロール信号をＴＶＣＰＵ２０１に出力できる。
【００２１】
　カメラ電源スイッチ１０４は、デジタルカメラ１００の外装に設けられる釦等で構成さ
れる。カメラ電源スイッチ１０４は、使用者から指示を受け付けて、電源切換信号をカメ
ラＣＰＵ１０１に送信する。カメラＣＰＵ１０１は、電源切換信号を受ける度に電源状態
をＯＮまたはＯＦＦに切り換える。つまり、デジタルカメラ１００の電源状態がＯＦＦで
ある場合、カメラＣＰＵ１０１は、カメラ電源スイッチ１０４から電源切換信号を受信す
ると、デジタルカメラ１００の電源状態をＯＦＦからＯＮに切り換える。また、デジタル
カメラ１００の電源状態がＯＮである場合、カメラＣＰＵ１０１は、カメラ電源スイッチ
１０４から電源切換信号を受信すると、デジタルカメラ１００の電源状態をＯＮからＯＦ
Ｆに切り換える。
【００２２】
　バッテリ装着部１０５は、ＡＣアダプタに接続されるＤＣカプラ又は二次電池を装着可
能な部材である。バッテリ装着部１０５は、ＡＣアダプタや二次電池等の電源が接続され
ると、デジタルカメラ１００の各部に電力を供給可能である。バッテリ装着部１０５は、
デジタルカメラ１００の電源状態がＯＮである場合、装着された電源からデジタルカメラ
１００の各部に電力を供給する。バッテリ装着部１０５には、装着された電源の種類（Ａ
Ｃアダプタに接続される電源、二次電池等）を判別できる回路が設けられている。具体的
には、バッテリ装着部１０５は、電源が装着された際に電源から供給される電力に基づい
て電源の種類の判断を行なうようにしている。電源種類の判断方法は特にこれに限定され
るものではない。
【００２３】
　撮像部１０６は、ＣＣＤイメージセンサやＣＭＯＳイメージセンサ等の撮像素子で構成
され、レンズ系によって形成された被写体像を撮像し、画像データを生成する。撮像部１
０６から出力された画像データは、図示しない画像処理プロセッサ等で画像処理が施され
、カメラＣＰＵ１０１に入力される。カメラＣＰＵ１０１は、画像データをカメラメモリ
１０２に記録する。
【００２４】
　１－２．テレビ受像機の構成及び基本動作
　テレビ受像機２００は、ＴＶＣＰＵ２０１と、ＴＶメモリ２０２と、ＴＶ通信部２０３
と、ＴＶ電源スイッチ２０４と、電源回路２０５と、表示部２０６と、受光部２０７と、
を備える。テレビ受像機２００は、表示部２０６に画像を表示可能である。また、テレビ
受像機２００は、リモコン４００から操作信号を受信して、操作信号に応じた各部を制御
する。テレビ受像機２００は電源状態として「ＯＮ」と「ＯＦＦ」以外に「待機」を有す
る。「待機」の電源状態とは、外部からテレビ受像機２００に対して電源が供給されてい
るが、少なくとも、表示部２０６には電力供給せず映像が表示されていない状態であるつ
まり、電源状態が「待機」の場合、テレビ受像機２００において映像表示は行われないが
、リモコン４００からの操作信号の受信は可能である。
【００２５】
　テレビ受像機２００は、外部機器（本例では、デジタルカメラ１００）との連携動作を
可能とする「連動モード」を有する。連動モードは、専用釦等を介して「ＯＮ」、「ＯＦ
Ｆ」が設定可能になっている。テレビ受像機２００は、連動モードが「ＯＮ」に設定され
ると、デジタルカメラ１００との連携動作を行なう。連動モードの設定は表示部２０６に
表示された設定画面を介して、リモコン４００の操作信号に応じて設定を変更できるよう
にしてもかまわない。
【００２６】
　テレビ受像機２００は連携動作においてさらに「電源オン連動」の設定を有する。電源
オン連動とは、外部機器（本例では、デジタルカメラ１００）によるテレビ受像機２００
の電源制御が可能となる設定である。電源オン連動の設定は「ＯＮ」または「ＯＦＦ」が
設定可能である。テレビ受像機２００は、電源オン連動が「ＯＮ」に設定されると、デジ
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タルカメラ１００から電源コントロール信号を受信して、電源状態を待機からＯＮに変更
されることが可能となる。具体的には、電源オン連動が「ＯＮ」のとき、テレビ受像機２
００の電源状態が待機の場合であって、かつ、デジタルカメラ１００から電源コントロー
ル信号を受信した場合、テレビ受像機２００は、その電源状態を待機からＯＮに切り換え
る動作を行う。なお、デジタルカメラ１００とテレビ受像機２００の間の連携動作の詳細
は後述する。テレビ受像機２００は、表示部２０６に表示された設定画面により、リモコ
ン４００の操作信号に応じて電源オン連動の設定が変更できるようになっている。
【００２７】
　ＴＶＣＰＵ２０１は、マイクロコンピュータ等で構成され、テレビ受像機２００の各部
を制御する。ＴＶメモリ２０２は、ＲＯＭやＲＡＭ等で構成され、各種情報や画像データ
等を記憶可能である。
【００２８】
　ＴＶ通信部２０３は、ＨＤＭＩケーブル３００を接続可能なハードウェアインターフェ
ースである。ＴＶ通信部２０３は、デジタルカメラ１００に含まれるカメラＣＰＵ１０１
からのデータ信号やコントロール信号をＴＶＣＰＵ２０１に出力できるとともに、ＴＶＣ
ＰＵ２０１からのデータ信号やコントロール信号をカメラＣＰＵ１０１に出力できる。
【００２９】
　ＴＶ電源スイッチ２０４は、テレビ受像機２００の外装に設けられた釦等で構成される
。ＴＶ電源スイッチ２０４は、使用者から指示を受け付けて、電源切換信号をＴＶＣＰＵ
２０１に送信する。ＴＶＣＰＵ２０１は電源切換信号に応じて電源状態を切り換える。具
体的には、テレビ受像機２００の電源状態がＯＦＦである場合、ＴＶＣＰＵ２０１は、Ｔ
Ｖ電源スイッチ２０４から電源切換信号を受信すると、テレビ受像機２００の電源状態を
ＯＦＦからＯＮに切り換える。また、テレビ受像機２００の電源状態が待機である場合、
ＴＶＣＰＵ２０１は、ＴＶ電源スイッチ２０４から電源切換信号を受信すると、テレビ受
像機２００の電源状態を待機からＯＦＦに切り換える。テレビ受像機２００の電源状態が
ＯＮである場合、ＴＶＣＰＵ２０１は、ＴＶ電源スイッチ２０４から電源切換信号を受信
すると、テレビ受像機２００の電源状態をＯＮからＯＦＦに切り換える。なお、ＴＶＣＰ
Ｕ２０１は、現在の電源状態をＴＶメモリ２０２に記憶する。これによって、停電が発生
した場合のように商用電源からの電力が途絶えた後であって、電力が再度供給された場合
、異常終了と判断して、停電前の電源状態に復帰させる。つまり、電源状態がＯＮの状態
で商用電源からの電力が遮断された後、電力が復帰した場合、電源状態をＯＦＦからＯＮ
にしてテレビ受像機２００を起動する。また、電源状態が待機の状態で、商用電源からの
電源が遮断された後、電力が復帰した場合、電源状態をＯＦＦから待機にしてテレビ受像
機２００を起動する。
【００３０】
　電源回路２０５は、商用電源からの電力を各部に供給する回路である。電源回路２０５
は、コードに接続され、コードの先端には差し込みプラグが設けられている。差込プラグ
が、コンセント等に差し込まれると、商用電源から電力が供給される。
【００３１】
　表示部２０６は、液晶やＰＤＰ等によって構成されるモニタである。表示部２０６は、
ＴＶＣＰＵ２０１から出力された画像を表示する。
【００３２】
　受光部２０７は、リモコン４００からの操作信号を受信する光センサである。受光部２
０７は受信した操作信号をＴＶＣＰＵ２０１に送信する。ＴＶＣＰＵ２０１は、リモコン
４００からの操作信号に応じて各種動作を行なう。
【００３３】
　リモコン４００は操作部４０１と送信部４０２とで構成される。操作部４０１は、リモ
コン４００の外装に設けられる複数の操作釦である。送信部４０２は、操作部４０１で受
け付けた操作に応じた光学的な操作信号を出力する。操作部４０１は電源釦を含む。電源
釦が操作されると、電源指令信号が出力される。テレビ受像機２００の受光部２０７はリ
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モコン４００から電源指令信号を受信し、その電源指令信号をＴＶＣＰＵ２０１に送信す
る。ＴＶＣＰＵ２０１は電源指令信号を受信すると、テレビ受像機２００の電源状態を切
り換える。具体的には、ＴＶＣＰＵ２０１は、テレビ受像機２００の電源状態がＯＮであ
るときに電源指令信号を受信すると、電源状態をＯＮから待機に切り換える。一方、テレ
ビ受像機２００の電源状態が待機である場合に電源指令信号を取得すると、ＴＶＣＰＵ２
０１は電源状態を待機からＯＮに切り換える。なお、テレビ受像機２００の電源状態がＯ
ＦＦの場合は、受光部２０７に電力が供給されていないため、受光部２０７はリモコンか
らの電源指令信号を受信せず、テレビ受像機２００の電源状態は変化しない。
【００３４】
　２．用語の対応
　デジタルカメラ１００は電子機器及び第１の機器の一例である。カメラ通信部１０３は
通信手段の一例である。カメラＣＰＵ１０１は、検知手段、設定手段、受信手段及び制御
手段の一例である。電源コントロール信号はコントロール信号の一例である。バッテリ装
着部１０５は装着手段及び判別手段の一例である。カメラ操作部１０７は操作受付手段の
一例である。テレビ受像機２００は外部装置及び第２の機器の一例である。ＴＶ通信部２
０３は受信手段の一例である。ＴＶＣＰＵ２０１は変更手段の一例である。待機状態は第
１の電源状態の一例であり、ＯＮ状態は第２の電源状態の一例である。
【００３５】
　３．連動システムの動作
　上記のように構成した連動システムの動作について図３等のフローチャートを用いて説
明する。
【００３６】
　図３及び図５のフローチャートはデジタルカメラ１００の動作例を示す。図３は、電源
状態がＯＮでかつ連携モードが「ＯＮ」に設定されたときに開始されるデジタルカメラ１
００の動作を示す。図５は、デジタルカメラ１００の連携動作の一例を示す。また、図４
、図６及び図７のフローチャートは、テレビ受像機２００の動作例である。図４及び図６
は、電源状態が待機又はＯＮであり、連携モードが「ＯＮ」に設定されたテレビ受像機２
００の動作を示す。また、図７は、電源状態が待機又はＯＮであり、連携モードが「ＯＮ
」に設定され、かつ電源オン連動の設定が「ＯＮ」に設定されたときに開始されるテレビ
受像機２００の動作を示す。つまり、本実施の形態では、テレビ受像機２００において電
源オン連動の設定が「ＯＦＦ」に設定された場合、図７に示す動作は行なわれない。
【００３７】
　最初に、図３を用いて、電源状態がＯＮでかつ連携モードが「ＯＮ」に設定されたデジ
タルカメラ１００の動作を説明する。カメラＣＰＵ１０１は、デジタルカメラ１００の電
源状態がＯＮにされ、連携モードが「ＯＮ」に設定されると図３に示す動作を開始する。
【００３８】
　まず、カメラＣＰＵ１０１は、ポーリング信号をＴＶＣＰＵ２０１に送信する（Ａ１）
。カメラＣＰＵ１０１は、通信可能を示す信号をＴＶＣＰＵ２０１から取得したか否かを
判別する（Ａ２）。カメラＣＰＵ１０１は、通信可能を示す信号を受信するまで、ポーリ
ング信号を送信し続ける（Ａ１～Ａ２）。カメラＣＰＵ１０１は、ポーリング信号を周期
的に（例えば１秒毎に）送信する。このように、カメラＣＰＵ１０１は、ＴＶＣＰＵ２０
１から通信可能を示す信号が返信されるまで、ステップＡ１～Ａ２を繰り返す。
【００３９】
　以上のようなカメラＣＰＵ１０１の動作に対して、ＴＶＣＰＵ２０１は、テレビ受像機
２００の電源状態がＯＮ又は待機であり、連携モードが「ＯＮ」に設定されている場合、
図４に示すように動作する。すなわち、図４に示すように、ＴＶＣＰＵ２０１は、カメラ
ＣＰＵ１０１からポーリング信号を取得したか否かを判別する（Ｃ１）。ＴＶＣＰＵ２０
１は、カメラＣＰＵ１０１からポーリング信号を取得すると、通信可能を示す信号（Ａｃ
ｋ）をカメラＣＰＵ１０１に送信する（Ｃ２）。
【００４０】
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　カメラＣＰＵ１０１は、ＴＶＣＰＵ２０１からポーリング信号に対する返信（通信可能
を示す信号）を受信しない場合、ＴＶＣＰＵ２０１と通信不可能と判断できる。一方、カ
メラＣＰＵ１０１は、ＴＶＣＰＵ２０１からポーリング信号に対する返信を受信した場合
、ＴＶＣＰＵ２０１と通信可能と判断できる。以上のようにして、カメラＣＰＵ１０１は
、ＴＶＣＰＵ２０１との通信が不可能から可能になったことを検知できる。
【００４１】
　例えば、デジタルカメラ１００とテレビ受像機２００が、ＨＤＭＩケーブル３００で接
続されていない状態にあるとする。この場合でも、カメラＣＰＵ１０１は、ポーリング信
号を送信する。しかし、デジタルカメラ１００は、テレビ受像機２００とＨＤＭＩケーブ
ルで接続されていないため、ＴＶＣＰＵ２０１からの返信を受信することはできない。し
たがって、カメラＣＰＵ１０１は、通信不可能と判断する。ここでデジタルカメラ１００
とテレビ受像機２００がＨＤＭＩケーブル３００で接続されたとする。この場合、カメラ
ＣＰＵ１０１は、継続してポーリング信号を送信しているため、ＴＶＣＰＵ２０１は、カ
メラＣＰＵ１０１からのポーリング信号に応じて、通信可能を示す信号を返信する。なお
、ＴＶＣＰＵ２０１は、テレビ受像機２００の電源状態がＯＦＦの場合、又は、連動モー
ドが「ＯＦＦ」に設定されている場合は、図４に示すような動作を行なわない。したがっ
て、そのような場合、カメラＣＰＵ１０１は、ポーリング信号に対する返信（通信可能を
示す信号）を受信できないので、通信不可能と判断する。同様の考え方で、デジタルカメ
ラ１００とテレビ受像機２００がＨＤＭＩケーブルで接続されていない場合、カメラＣＰ
Ｕ１０１は、ポーリング信号をテレビ受像機２００に送信することができない。したがっ
て、デジタルカメラ１００にＨＤＭＩケーブルが接続されていない場合、カメラＣＰＵ１
０１は、テレビ受像機２００と通信不可能と判断する。
【００４２】
　図３に戻って、カメラＣＰＵ１０１は、ＴＶＣＰＵ２０１から通信可能を示す信号を受
信した場合（ステップＡ２でＹＥＳ）、連携動作を開始する（Ａ３）。連携動作の詳細は
図５を参照して後述する。すなわち、図３に示す制御と図５に示す制御とは並列して動作
する。
【００４３】
　連携動作の開始後、カメラＣＰＵ１０１はポーリング信号を送信する（Ａ４）。その後
、カメラＣＰＵ１０１は、通信可能を示す信号を受信したか否かを判断する（Ａ５）。カ
メラＣＰＵ１０１は、通信可能を示す信号を受信している間、ステップＡ４及びＡ５の処
理を繰り返す。これによって、カメラＣＰＵ１０１は、ＴＶＣＰＵ２０１に対する通信が
可能から不可能になったことを検知できる。
【００４４】
　例えば、デジタルカメラ１００とテレビ受像機２００がＨＤＭＩケーブル３００で接続
されているとする。さらに、テレビ受像機２００の電源状態が待機であり、電源オン連動
が「ＯＮ」に設定されているとする。この場合、カメラＣＰＵ１０１は、ポーリング信号
をＴＶＣＰＵ２０１に送信すると、ＴＶＣＰＵ２０１から通信可能を示す信号を取得する
ことができる。このような場合に、停電等によって、テレビ受像機２００の電源状態が待
機からＯＦＦに変更されたとする。テレビ受像機２００の電源状態がＯＦＦに変更される
と、ＴＶＣＰＵ２０１は図４に示す動作を実行しなくなり、カメラＣＰＵ１０１は、ポー
リング信号に対する返信を受信できなくなる。したがって、カメラＣＰＵ１０１は、通信
が可能から不可能になったことを検知できる。
【００４５】
　このようにカメラＣＰＵ１０１は、ステップＡ５で、通信可能を示す信号を受信できな
くなると、連携動作（図５に示す動作）を終了させる（Ａ６）。これは、デジタルカメラ
１００がテレビ受像機２００と通信不可能であるためである。このステップＡ６の動作に
よって、図３と図５の並列動作が終了する。ステップＡ６の後、ステップＡ１に戻って上
記の動作を行う。
【００４６】
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　３．１　連携動作
　次に、図５を用いてデジタルカメラ１００における連携動作の詳細を説明する。
　まず、カメラＣＰＵ１０１は、電源状態を要求する信号をテレビ受像機２００（ＴＶＣ
ＰＵ２０１）に送信する（Ｆ１）。
【００４７】
　ここでテレビ受像機２００は電源状態を要求する信号を受信すると、図６に示す動作を
行なう。すなわち、図６に示すように、ＴＶＣＰＵ２０１は、電源状態を要求する信号を
受信すると（Ｄ１）、テレビ受像機２００の電源状態がＯＮであるか否かを判別する（Ｄ
２）。ＴＶＣＰＵ２０１は、電源状態がＯＮである場合、ＯＮ状態を示す信号をカメラＣ
ＰＵ１０１に送信する（Ｄ３）。一方ＴＶＣＰＵ２０１は、電源状態がＯＮでない場合、
すなわち電源状態が待機である場合、待機状態を示す信号をカメラＣＰＵ１０１に送信す
る（Ｄ４）。
【００４８】
　カメラＣＰＵ１０１は、ＴＶＣＰＵ２０１から電源状態を示す情報を受信するまで待機
する（Ｆ２）。これによってカメラＣＰＵ１０１は、テレビ受像機２００の電源状態を取
得することができる。
【００４９】
　カメラＣＰＵ１０１は、ＴＶＣＰＵ２０１から電源状態を示す情報を受信すると、受信
した電源状態を示す情報がＯＮを示すか否かを判別する（Ｆ３）。カメラＣＰＵ１０１は
、受信した電源状態がＯＮを示す場合、連携情報をカメラメモリ１０２に設定する（Ｆ４
）。
【００５０】
　ここで、連携情報について説明する。連携情報とは、デジタルカメラ１００が、現在の
連携が可能になる前にテレビ受像機２００との間で連携動作を行っていたか否か、すなわ
ち、デジタルカメラ１００とテレビ受像機２００間の連携動作を開始したか否かを示す情
報である。カメラメモリ１０２に連携情報を格納可能な領域が設けられている。その連携
領域に、連携情報として「０」又は「１」のいずれかが設定される。「０」は、現在の連
携が可能になる前にテレビ受像機２００との間で連携動作を行っていないこと、すなわち
、デジタルカメラ１００とテレビ受像機２００間の連携動作が開始されていないことを示
す。「１」は、現在の連携が可能になる前にテレビ受像機２００との間で連携動作を行っ
ていたこと、すなわち、デジタルカメラ１００とテレビ受像機２００間の連携動作を開始
したことを示す。連携情報は、デジタルカメラ１００の電源がＯＦＦからＯＮにされたと
きに「０」に初期化（リセット）される。その後、デジタルカメラ１００とテレビ受像機
２００の連携が最初に可能になった時点で、連係情報は「１」に設定される。この連携情
報を参照することによって、デジタルカメラ１００が電源ＯＮになった後にデジタルカメ
ラ１００とテレビ受像機２００とが連携していたことを判断できる。ステップＦ４におい
ては、連携情報として「１」が設定される。
【００５１】
　図５に戻って、ステップＦ４の動作が完了すると、連携を行なうための各種動作に移行
する（Ｆ５）。連携を行なうための各種動作は、特に限定されない。例えば、デジタルカ
メラ１００が、リモコン４００の操作信号（テンキー情報）をテレビ受像機２００から取
得して、この操作信号に応じた動作を行なう場合などが考えられる。
【００５２】
　一方、ステップＦ３において、カメラＣＰＵ１０１は、受信した電源状態を示す情報が
ＯＮを示していない場合、すなわち、電源状態が待機の場合、今回の通信が不可能から可
能になる前にテレビ受像機２００と連携していたか否かを判断する（Ｆ６）。具体的には
、連携情報が「１」に設定されているか否かを判別する（Ｆ６）。
【００５３】
　カメラＣＰＵ１０１は、連携情報が「１」に設定されている場合、連携動作を終了する
。この場合、テレビ受像機２００の電源をＯＮにする電源コントロール信号はＴＶＣＰＵ
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２０１に送信されない。すなわち、電源コントロール信号のテレビ受像機２００への送信
が禁止される。一方、カメラＣＰＵ１０１は、連携領域の情報が「１」でない場合、電源
コントロール信号をＴＶＣＰＵ２０１に送信する（Ｆ７）。
【００５４】
　ＴＶＣＰＵ２０１は電源コントロール信号を受信すると、図７に示す動作を行なう。す
なわち、図７に示すように、ＴＶＣＰＵ２０１は、電源コントロール信号を受信すると（
Ｅ１）、テレビ受像機２００の電源状態を待機からＯＮに変更する（Ｅ２）。
【００５５】
　図５に戻って、カメラＣＰＵ１０１は、電源コントロール信号を送信後、連携情報に「
１」を設定し（Ｆ８）、ステップＦ１に戻る。つまり、カメラＣＰＵ１０１は、電源状態
を要求する信号を、ＴＶＣＰＵ２０１に送信する。そして、カメラＣＰＵ１０１は、電源
状態を取得し、電源状態がＯＮになったことを検知すると、連携情報「１」をカメラメモ
リ１０２に記憶する（Ｆ４）。そして、カメラＣＰＵ１０１は、各種動作に移行する。
【００５６】
　なお、カメラＣＰＵ１０１は、カメラ操作部１０７が使用者により操作された場合、カ
メラメモリ１０２に記憶された連携情報をリセットする。つまり、カメラ操作部１０７が
操作された場合、カメラメモリ１０２に記憶された連携情報を「１」から「０」に設定す
る。このようにすれば、使用者がカメラ操作部１０７を操作することで、デジタルカメラ
１００からテレビ受像機２００にコントロール信号を送信できるようにできる。つまり、
カメラ操作部１０７が操作されることで、連携情報が「０」にリセットされるため、カメ
ラＣＰＵ１０１は、通信が不可能から可能になったことを検知し、かつ、テレビ受像機２
００の電源状態が待機である場合に、電源コントロール信号をテレビＣＰＵ２０１に送信
できるようになる。
【００５７】
　以下、具体例を挙げて従来の連動システムの動作と本実施形態の連動システムの動作の
差異を説明する。
【００５８】
　図８は、従来の連動システムの動作の具体例を説明するための図である。図９は、本実
施の形態の連動システムの動作の具体例を説明するための図である。
【００５９】
　最初に、図８を用いて従来の連動システムの動作を説明する。最初、デジタルカメラの
電源がＯＦＦであり、テレビ受像機の電源が待機であり、デジタルカメラとテレビ受像機
はＨＤＭＩケーブルで接続されているとする。まず、デジタルカメラの電源がＯＮにされ
ると、デジタルカメラは前述の手順にしたがい通信不可能から可能になったことを検知す
る。デジタルカメラは、ＴＶの電源状態が待機であるため、電源コントロール信号をテレ
ビ受像機に送信する。テレビ受像機は電源コントロール信号にしたがい電源をＯＮにする
。その後、テレビ受像機は、使用者により電源をＯＮから待機に変更され、その後停電が
発生すると、テレビ受像機の電源はＯＦＦになる。すると、デジタルカメラは、通信が可
能から不可能になったことを検知する。その後、停電が終了し、電力が復帰すると、テレ
ビ受像機の電源が待機状態に戻る。このため、デジタルカメラは通信不可能から可能にな
ったことを検知する。テレビ受像機の電源状態が待機であるため、デジタルカメラは電源
コントロール信号をテレビ受像機に送信する。よって、テレビ受像機は、電源コントロー
ル信号にしたがい電源をＯＮにする。以後、テレビ受像機の電源はＯＮのまま放置される
という問題がある。
【００６０】
　次に、図９を用いて本実施形態の連動システムの動作を具体例を挙げて説明する。最初
、デジタルカメラ１００の電源がＯＦＦであり、テレビ受像機２００の電源が待機であり
、デジタルカメラ１００とテレビ受像機２００がＨＤＭＩケーブル３００で接続されてい
るとする。この状態で、デジタルカメラ１００の電源がＯＮにされると、デジタルカメラ
１００は、通信不可能から可能になったことを検知する。この場合、テレビ受像機２００
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の電源状態が待機であり（図５のステップＦ３でＮＯ）、連携情報は初期値である「０」
であるため、デジタルカメラ１００は電源コントロール信号をテレビ受像機２００に送信
する（図５のステップＦ７）。そして、デジタルカメラ１００は連携情報を「１」に設定
し（図５のステップＦ８）、カメラメモリ１０２に記憶する。テレビ受像機２００は電源
コントロール信号にしたがい電源をＯＮにする。
【００６１】
　この後、テレビ受像機２００の電源がＯＮから待機に変更され、その後、停電が発生す
ると、停電によりテレビ受像機２００の電源がＯＦＦになる。そのとき、デジタルカメラ
１００は、通信が可能から不可能になったことを検知する。その後、停電が終了すると、
テレビ受像機２００の電源状態が待機に戻る。そのとき、デジタルカメラ１００は、通信
不可能から可能になったことを検知する。この際、テレビ受像機２００の電源状態が待機
ではあるが、連携情報が「１」に設定されているため（図５のステップＦ６でＹＥＳ）、
デジタルカメラ１００は、電源コントロール信号をテレビ受像機２００に送信しない。よ
って、デジタルカメラ１００は、停電によってテレビ受像機２００の電源状態がＯＦＦに
され、その後停電が終了し、テレビ受像機２００の電源状態がＯＦＦから待機状態に戻っ
た場合であっても、テレビ受像機２００の電源を待機状態からＯＮに制御することを防止
できる。
【００６２】
　以上のように、本実施形態のデジタルカメラ１００は、連携情報を参照して、以前にデ
ジタルカメラ１００とテレビ受像機２００間で連携動作が行われていたか否かを判断し、
連携動作が行われていた場合は、電源コントロール信号のテレビ受像機２００への送信を
行わない（禁止する）。これにより、停電が発生したときに勝手にテレビ受像機２００の
電源が待機状態からＯＮに変更されるという不具合を防止できる。
【００６３】
　３．２　他の連携動作例
　図１０を用いてデジタルカメラ１００における連携動作の別の例を説明する。まず、カ
メラＣＰＵ１０１は、以前の連携動作の有無を考慮して連携情報を設定する（Ｂ１）。設
定した連携情報はカメラメモリ１０２に記憶される。本例では、連携情報として「０」、
「１」、「２」の何れかの値が設定され得る。「０」は初期値であり、以前に連携がされ
ていなかったこと（連携が未だ開始されていないこと）を示す。連携情報は、デジタルカ
メラ１００の電源がＯＦＦからＯＮにされたときに「０」に初期化される。「１」は以前
に連携がされていなかったこと（連携が未だ開始されていないこと）を、「２」は以前に
連携がされていたこと（連携が開始されていたこと）をそれぞれ示す。
【００６４】
　カメラＣＰＵ１０１はステップＢ１において連携情報を設定する際、現在の連携が可能
になる前（つまり、現在の通信が可能になる前）に連携したことがない場合、すなわち連
携情報が「０」の場合、連携情報に「１」を設定してカメラメモリ１０２に記憶する。一
方、現在の連携が可能になる前に、連携したことがある場合、すなわち連携情報が「１」
の場合、カメラＣＰＵ１０１は連携情報に「２」を設定し、カメラメモリ１０２に記憶す
る。すなわち、カメラＣＰＵ１０１は、カメラメモリ１０２に格納された連携情報が「０
」である場合、新たに連携情報に「１」を設定し、連携情報が「１」である場合、新たに
連携情報に「２」を設定する。
【００６５】
　カメラＣＰＵ１０１は、連携情報を設定した後、電源状態を要求する信号をＴＶＣＰＵ
２０１に送信する（Ｂ２）。テレビ受像機２００は電源状態を要求する信号を受信すると
、前述のように図６に示す動作を行なう。
【００６６】
　その後、カメラＣＰＵ１０１は、ＴＶＣＰＵ２０１から電源状態を示す信号を取得する
まで待機する（Ｂ３）。これによってカメラＣＰＵ１０１は、テレビ受像機２００の電源
状態を取得することができる。
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【００６７】
　カメラＣＰＵ１０１は、ＴＶＣＰＵ２０１からテレビ受像機２００の電源状態を取得す
ると、電源状態がＯＮを示すか否かを判別する（Ｂ４）。カメラＣＰＵ１０１は、電源状
態がＯＮを示す場合、連携を行なうための各種動作に移行する（Ｂ５）。各種動作は特に
限定されず、例えば、デジタルカメラ１００が、リモコン４００の操作信号（テンキー情
報）をテレビ受像機２００から取得して、その操作信号に応じた行う動作が考えられる。
【００６８】
　カメラＣＰＵ１０１は、電源状態がＯＮを示さない場合すなわち電源状態が待機の場合
、連携情報を参照して、今回の通信が不可能から可能になる前にテレビ受像機２００と連
携したことがあるか否かを判別する（Ｂ６）。具体的には、カメラＣＰＵ１０１は、電源
状態がＯＮでない場合（すなわち、電源状態が待機である場合）、連携情報が「２」であ
るか否かを判別する。
【００６９】
　連携領域の情報が「２」でない場合、カメラＣＰＵ１０１はステップＢ８に移行する。
一方、連携領域の情報が「２」である場合、カメラＣＰＵ１０１は、デジタルカメラ１０
０に設けられた十字キー等のカメラ操作部１０７が、所定時間（例えば、１０分）以内に
操作されたか否かを判別する（Ｂ７）。所定時間は例えば電源状態を受信した時点または
ステップＢ７の処理に移行した時点から計測すればよい。カメラ操作部１０７が、所定時
間以内に操作された場合、カメラＣＰＵ１０１はステップＢ８に移行する。一方、カメラ
操作部１０７が所定時間以内に操作されなかった場合、カメラＣＰＵ１０１は連携動作を
終了する。なお、カメラＣＰＵ１０１は所定時間以内に操作を受け付けることで、使用者
の存在を確認できるようにしている。
【００７０】
　つまり、前述のように、停電等によってテレビ受像機の電源がＯＮまたは待機からＯＦ
Ｆになり、停電終了後に待機状態になった場合、デジタルカメラからの制御に応じて、自
動的にテレビ受像機の電源がＯＮにされ、その後ＯＮのまま放置されてしまうという問題
があった。使用者がデジタルカメラの近くに存在していれば、テレビ受像機の電源が自動
的にＯＮになったとしても直ぐにＯＦＦにすることが可能である。したがって、現在の通
信可能を検知する以前に連携していた場合であっても、カメラ操作部１０７で使用者から
の指示を受け付けた場合は、デジタルカメラ１００は、電源コントロール信号をＴＶＣＰ
Ｕ２０１に送信するようにする。なお、ステップＢ７においてカメラ操作部１０７が所定
時間以内に操作された場合に、連携情報を「０」にリセットしてもよい。
【００７１】
　ステップＢ８において、カメラＣＰＵ１０１は、電源コントロール信号をＴＶＣＰＵ２
０１に送信する。ＴＶＣＰＵ２０１は電源コントロール信号を受信すると、前述のように
図７に示す動作を行ない、テレビ受像機２００の電源状態を待機からＯＮに変更する。
【００７２】
　なお、カメラＣＰＵ１０１は、ステップＢ８の後、ステップＢ２に戻って、電源状態の
要求動作を行なう。その後、カメラＣＰＵ１０１は、ステップＢ３で電源状態を取得し、
電源状態がＯＮになったことを検知すると、ステップＢ５に移行し、各種動作を実行する
。
【００７３】
　図１１を用いて図１０に示す連携動作を具体例を挙げて説明する。図１１は、具体例を
用いて図１０に示す連携動作を説明するための図である。最初、デジタルカメラ１００の
電源がＯＦＦであり、テレビ受像機２００の電源が待機であり、デジタルカメラ１００と
テレビ受像機２００はＨＤＭＩケーブル３００で接続されているとする。この状態で、デ
ジタルカメラ１００の電源がＯＮにされる。これにより、デジタルカメラ１００は通信不
可能から可能になったことを検知する。この際、連携情報はデジタルカメラ１００の電源
ＯＮにより「０」に初期化されているため、デジタルカメラ１００は連携情報に「１」を
設定する（図１０のステップＢ１）。デジタルカメラ１００は、テレビ受像機２００の電
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源状態が待機であり（図１０のステップＢ４でＮＯ）、通信可能を検知する前に連携がな
されていない（連係情報＝１）ため（図１０のステップＢ６でＹＥＳ）、電源コントロー
ル信号をテレビ受像機２００に送信する（図１０のステップＢ８）。テレビ受像機２００
は電源コントロール信号にしたがい電源をＯＮにする。その後、使用者によりテレビ受像
機２００の電源がＯＮから待機に変更される。その後、停電が発生すると、テレビ受像機
２００の電源がＯＦＦになり、デジタルカメラ１００は通信が可能から不可能になったこ
とを検知する。停電が終了すると、テレビ受像機２００の電源が待機状態に戻る。このた
め、デジタルカメラ１００は、通信不可能から可能になったことを検知する。その際、デ
ジタルカメラ１００は、記憶した連携情報が「１」であるので、連携情報を「２」に更新
する（図１０のステップＢ１）。デジタルカメラ１００は、ＴＶの電源状態が待機である
が、連携情報が「２」であるため（図１０のステップＢ６でＹＥＳ）、電源コントロール
信号を送信しない。このように、図１０に示す動作によっても、デジタルカメラ１００は
、停電が発生したときにテレビ受像機２００の電源が待機状態からＯＮに制御することを
防止できる。
【００７４】
　４．まとめ
　本実施の形態は、電源コントロール信号を受信するＴＶ通信部２０３と、ＴＶ通信部２
０３で受信した電源コントロール信号に応じて、電源状態を待機からＯＮに変更するＴＶ
ＣＰＵ２０１と、を有するテレビ受像機２００と通信可能なデジタルカメラ１００である
。
【００７５】
　デジタルカメラ１００は、テレビ受像機２００と通信するカメラ通信部１０３と、カメ
ラ通信部１０３を介したテレビ受像機２００との通信が不可能から可能になったことを検
知するカメラＣＰＵ１０１と、カメラＣＰＵ１０１によってテレビ受像機２００との通信
が可能になったことを検知した場合、テレビ受像機２００との連携を示す信号をカメラメ
モリ１０２に記憶するカメラＣＰＵ１０１と、カメラＣＰＵ１０１によってテレビ受像機
２００との通信が可能になったことを検知した場合、カメラ通信部１０３を介してテレビ
受像機２００の電源状態を示す信号を取得するカメラＣＰＵ１０１と、カメラＣＰＵ１０
１によって取得した電源状態を示す信号が待機状態を示す場合であって、カメラＣＰＵ１
０１によって通信が可能になったことを検知する以前において連携を示す情報がカメラメ
モリ１０２に記憶されていない場合、カメラ通信部１０３を介して電源コントロール信号
をテレビ受像機２００に送信するカメラＣＰＵ１０１と、を備える。
【００７６】
　このようにすれば、テレビ受像機２００から取得した電源状態を示す信号が、待機状態
を示す場合であって、今回の通信が可能になった以前に連携を示す信号がカメラメモリ１
０２に記憶されていない場合、テレビ受像機２００に電源コントロール信号を送信できる
ようになる。したがって、デジタルカメラ１００は、より適切なタイミングで電源コント
ロール信号を送信できるようになる。
【００７７】
　（他の実施の形態）
　本発明の実施の形態として、実施の形態１を例示した。しかし、本発明は、実施の形態
１に限定されず、他の実施の形態においても実現可能である。そこで、本発明の他の実施
の形態を以下にまとめて説明する。
【００７８】
　実施の形態では、電子機器の一例として、デジタルカメラ１００を用いた例を説明した
。しかし、これに限られず、電子機器には、携帯電話、ムービー、携帯ＴＶ、ポータブル
ＢＤプレーヤー、ポータブルＤＶＤプレーヤー等を用いることができる。また、外部装置
の一例として、テレビ受像機２００を用いた例を説明した。しかし、これに限られず、外
部装置には、ＢＤレコーダー、ＤＶＤレコーダー、プリンター、プロジェクター等を用い
ることができる。
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【００７９】
　また、デジタルカメラ１００への電源が商用交流電源でない場合、例えば、デジタルカ
メラ１００に二次電池が装着された場合にのみ、図３及び図５または図１０の動作をさせ
るようにしてもかまわない。本実施の形態では、デジタルカメラ１００の電源状態がＯＮ
であり、連動モードが「する」に設定された場合、図３及び図５または図１０の動作をす
るようにしたが、この動作に限定されない。すなわち、バッテリ装着部１０５に装着され
た電源が電池電源であると判断した場合にのみ、カメラＣＰＵ１０１が図３及び図５また
は図１０の動作を実行するようにしてもよい。デジタルカメラ１００が商用交流電源に接
続された場合、停電の発生及び停電の終了により連携情報がリセットされてしまい、図５
または図１０の動作を本来の目的が得られるように正しく実行できないからである。この
ため、デジタルカメラ１００が停電の影響を受けない状態になる、デジタルカメラ１００
に二次電池が装着された場合にのみ、図３及び図５または図１０の動作をさせるようにし
てもよい。
【００８０】
　また、本実施の形態では、デジタルカメラ１００は、ポーリング信号をテレビ受像機２
００に繰り返し送信して、返信を受信することで、テレビ受像機２００との通信が不可能
から可能になったことを検知するようにした。しかし、これに限られない。
【００８１】
　また、本実施の形態では、デジタルカメラ１００と、テレビ受像機２００とを、ＨＤＭ
Ｉケーブル３００で接続できるようにした。しかし、これに限られず、コントロール信号
を送信可能な他のケーブルで接続してもよい。また、本実施の形態は、有線によってデジ
タルカメラとテレビ受像機を接続するようにした。これに限られず、無線によって接続す
るようにしてもかまわない。なお、上記のように構成を変えた場合、テレビ通信部やカメ
ラ通信部のハードウェアインターフェースを交換して、対応する必要がある。
【００８２】
　また、本実施の形態では、デジタルカメラ１００とテレビ受像機２００を、ＨＤＭＩケ
ーブル３００を用いて直接接続するようにした。しかし、これに限られず、デジタルカメ
ラとテレビ受像機を、間接的に接続してもかまわない。例えば、デジタルカメラとアンプ
を、ＨＤＭＩケーブルで接続する。また、アンプとテレビ受像機を、ＨＤＭＩケーブルで
接続する。このように接続する。これによって、デジタルカメラとアンプを、間接的に接
続することが可能になる。
【００８３】
　また、上記実施形態では、外部装置の一例としてテレビ受像機を用いたが、これに限定
されない。通信回線を介して他の機器から電源コントロール信号を受信できるインタフェ
ース（例えばＨＤＭＩ）を備えたものであれば、パーソナルコンピュータや携帯型の光デ
ィスクプレーヤ、携帯型テレビ等、種々の電子機器に上記実施の形態の思想を適用するこ
とができる。また、電子機器の一例としてデジタルカメラを用いて説明したが、これに限
定されない。電池駆動が可能でかつ通信回線を介して他の機器へ電源コントロール信号を
送信できるインタフェース（例えばＨＤＭＩ）を備えたものであれば、ムービーカメラ、
携帯電話、携帯情報端末、ポータブルＢＤプレーヤー、ポータブルＤＶＤプレーヤー等、
種々の電子機器に上記実施の形態の思想を適用することができる。
【００８４】
　上記の思想は、上記の実施の形態に限られず、種々の実施の形態において実施可能であ
る。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　本発明の電子機器は、デジタルカメラ、ムービーカメラ、携帯型テレビ、携帯電話、ポ
ータブルＢＤプレーヤー、ポータブルＤＶＤプレーヤー等に用いることが可能である。
【符号の説明】
【００８６】
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１００　デジタルカメラ
１０１　カメラＣＰＵ
１０２　カメラメモリ
１０３　カメラ通信部
１０４　カメラ電源スイッチ
１０５　バッテリ装着部
１０６　撮像部
１０７　カメラ操作部
２００　テレビ受像機
２０１　ＴＶＣＰＵ
２０２　ＴＶメモリ
２０３　ＴＶ通信部
２０４　ＴＶ電源スイッチ
２０５　電源回路
２０６　表示部
２０７　受光部
３００　ＨＤＭＩケーブル
４００　リモコン
４０１　操作部
４０２　送信部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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